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【考察】
　所沢の調査データでは、テストステロン値は男女で有意
差が見られたがこれは、先行研究と一致するところである。
　テストステロンと日常活動能力及び精神的活力度とは弱
い相関しか観察されなかったが、その要因として次のよう
なことが考えられる。テストステロンと日常活動能力及び
精神的活力度は線形な関係ではないことが既存データで認
められている。
　図表６は過去に実施したデータを用いてテストステロン
と精神的活力度の２次元プロット図を示したものである。
テストステロン値が低いが精神的活力度が高い者がいる一
方で、テストステロン値が高くて精神的活力度が低い者は
少ない。これらのことから、テストステロンと精神的活力
度の関係は、テストステロンは精神的活力度の十分条件で
あり、必要条件ではないと考えることができる。
　相関係数は線形関係を仮定しており、２者の関係につい
て必要十分条件を測る指数であるので、このような十分条
件の性質（非線形）を持つ関係性を相関係数により指数化
した時には、係数が低くなると考えることができる。
　図表７は本研究におけるテストステロン値と日常活動能
力の２次元プロットを示したものである。図表６と同様に
テストステロンと日常活動能力の間に十分条件の関係性を
みてとることができる。
　現時点では、福井調査が実施中であり、今後は福井調査
のデータを所沢調査データとボンド（結合）した分析を行
う。構造方程式モデル等の手法によりテストステロンと生
活習慣、ライフスタイル、日常活動能力、精神的活力度、
QOLについてより明確な関係性の析出が期待される。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　
註
１　サンプル数が少なく統計的には誤差の範囲に含まれる
可能性があることに注意する必要がある。
図表６　テストステロンと活力度
（２次元プロット）
図表７　テストステロンと日常活動能力
（２次元プロット）
